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「①テーマの設定 ②情報探索の計画 ③情報・資料の探索と収集 ④情報・資料の活用 












（文部科学省. 2008）と教育内容に関して 7 つの改善事項をあげた。そのスタートを中学校は
平成24年 4 月、高等学校は平成25年の入学生とした。高等学校においては、数学・理科に関
してのみ平成24年 4 月にスタートしている。また、文部科学省は平成26年 1 月28日付で「中
学校学習指導要領解説」「高等学校学習指導要領解説」の一部「中学校社会高等学校地理歴
















































































































































































・ ※「 5W1H マップ」
の使用方法
























・ ※「5W1Hマ ッ プ 」
の使用方法




























②情報探索の計画 ③情報・資料の探索と収集 ④情報・資料の活用 ⑤情報・資料のまとめと伝
達 ⑥学習活動の評価の 6 段階」（斎藤. 2013）を経ていると考えられる。
T.T.を実施した後、次の項目でアンケート調査（2012.2～ 3 月）を行った。
生徒への質問は、1 .この授業は好きか　2 . この授業に進んで参加しているか　3 .T.T.は初
めてか　4 . 授業の内容はいつもより分かりやすい　5 . 質問がしやすい　6 . 資料の見つけ方が
分かる　7 . 難しい内容でも資料が探せる　8 . 複数の資料を探せるようになった。の 8 項目と
した。回答は、はい・どちらともいえない・いいえとした。生徒数は、中学 2 年生69人、中
学 3 年生63人、高校 3 年生187人である。
教科教員への質問は、1 . T . T . はどうだったか　2 . 生徒を多面的に捉えられ、長所が伸ば
































1．この授業は好きか 36% 44% 19% 187 32% 11% 60% 52% 8% 44% 63 9% 58% 33% 69
2．この授業に進んで参加しているか 48% 48% 4% 187 32% 84% 60% 16% 8% 0% 63 26% 70% 4% 69
3．T.T.は初めてか 100% 0% 0% 187 100% 100% 0% 0% 0% 0% 63 100% 0% 0% 69
4．授業の内容はいつもより分かりやすい 90% 10% 0% 187 94% 6% 94% 6% 0% 0% 63 78% 17% 4% 69
5．質問がしやすい 69% 31% 0% 187 100% 100% 0% 0% 0% 0% 63 90% 10% 0% 69
6．資料の見つけ方が分かる 96% 4% 0% 187 100% 100% 0% 0% 0% 0% 63 90% 10% 0% 69
7．難しい内容でも資料を探せる 90% 10% 0% 187 100% 100% 0% 0% 0% 0% 63 46% 43% 10% 69








1．T.T.はどうだったか 100% 0 0 4
2．生徒を多面的に捉えられ、長所が伸ばせる 100% 0 0 4
3．指導方法が広がる 100% 0 0 4
4．生徒への反応に余裕ができる 100% 0 0 4
5．教材の準備ができる 100% 0 0 4
質問項目別アンケート調査結果






































教科の特質はあるが、中2理科では、「 1 . この授業が好きか」〈はい 9％〉、「 2 . この授業に
進んで参加しているか」〈はい26％〉に対し、T.T.の経験後には、「 4 . 授業の内容はいつもよ
り分かりやすかった」〈はい78％〉、「 5 . 質問しやすい」〈はい90％〉、「 6 . 資料の見つけ方が






中 3 国語では、「 1 . この授業が好きか」〈はい32％〉、「 2 . この授業に進んで参加している
か」〈はい32％〉と同率を示しているが意欲としては低い。T.T.の経験後には、「 4 . 授業の内
容はいつもより分かりやすかった」〈はい94％〉となり、「 5 . 質問しやすい」「 6 . 資料の見つ





中 3 公民では、「 1 . この授業が好きか」〈はい11％〉に対し〈どちらともいえない52％〉〈い
いえ44％〉と答えているが、「 2 . この授業に進んで参加しているか」〈はい84％〉と授業には



















進んで参加している生徒が多い。T.T.の経験後の「 4 . 授業の内容はいつもより分かりやすか
った」〈はい 6％〉に対し〈どちらともいえない 6％〉と低い率を示した。しかし、「 5 . 質問






高 3 国語では、「 1 . この授業が好きか」は36％、「 2 . この授業に進んで参加しているか」48
％であったが、T.T.の経験後には、「 4 . 授業の内容はいつもより分かりやすかった」90％、
「 5 . 質問しやすい」69％、「 6 . 資料の見つけ方がわかる」96％、「 7 . 難しい内容でも資料が探




























































































・Kenneth I. Taylor「Creative Inquiry and Instructional Media. School Library Media Quarterly. 
Vol.2 1972 p.18─62 
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